
と
記
さ
れ
て
お
り
、
杉
田
玄
白
が
蘭
学
事
始
を
脱
稿
し
た
文
化
一
二
年
か
ら

僅
か
五
年
あ
と
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
、
筆
写
年
代
の
判
明
し
て
い
る
も
の

更
に
又
こ
れ
は
大
槻
玄
沢
が
直
接
命
じ
て
門
人
に
筆
記
さ
せ
た
も
の
で
あ

り
、
従
っ
て
大
槻
玄
沢
所
蔵
の
も
の
と
同
一
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
時

杉
田
玄
白
の
「
蘭
学
事
始
」
の
古
写
本
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
蘭
東
事

始
」
と
題
す
る
も
の
が
七
冊
と
「
和
蘭
事
始
」
と
題
す
る
も
の
が
三
冊
と
の

僅
か
一
○
冊
が
知
ら
れ
て
い
る
の
承
で
あ
る
。
こ
の
た
び
富
山
県
高
岡
市
の
、

長
崎
家
御
秘
蔵
の
「
蘭
東
事
始
」
を
象
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
ご
報
告
し

た
い
と
思
う
。
（
以
下
本
写
本
を
「
長
崎
本
」
と
仮
称
す
る
）

本
写
本
は
筆
者
が
昭
和
四
一
年
に
金
沢
市
立
図
書
館
に
発
見
し
た
「
金
沢

本
」
の
祖
本
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
金
沢
本
と
全
く
同
じ
く
表
紙
裏
に
は

「
原
名
聞
学
事
始
、
磐
水
先
生
去
学
字
、
加
東
字
日
蘭
東
事
始
」
云
々
、
と

い
う
長
崎
浩
斎
の
書
込
承
が
あ
２
「
蘭
学
東
漸
事
始
」
と
し
な
け
れ
ば
意

味
不
明
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
更
に
長
崎
本
で
は
題
菱
に
も
訂
正
を
試

で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

ゑ
て
い
る
。

で
あ
る
。
即
ち

長
崎
本
で
最
も
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
こ
と

磐
水
先
生
使
塾
生
写
之
以
見
寄
贈
健

維
昔
文
政
三
年
庚
辰
九
月

長
崎
浩
斎
と
新
発
見
の
「
蘭
東
事
始
」
に
つ
い
て

津
田
進
三

点
で
は
題
名
は
蘭
東
事
始
が
あ
り
、
玄
沢
の
序
文
は
つ
い
て
い
な
い
わ
け
で

あ
る
。尚
又
こ
の
文
政
三
年
の
五
月
に
浩
斎
は
杉
田
玄
白
の
三
年
忌
の
た
め
に
江

戸
に
出
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
こ
の
時
に
「
蘭
学
事
始
」
を
承
る
機
会
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
「
原
名
蘭
学
事
始
…
…
」
と
な
っ
た
こ
と
と
想
像
さ

れ
る
。杉
田
玄
白
を
深
く
尊
敬
し
て
い
た
長
崎
浩
斎
は
、
本
写
本
を
得
て
直
ち
に

「
杉
田
玄
白
先
生
小
伝
」
を
草
し
て
そ
の
上
巻
末
に
書
き
加
え
て
い
る
。
尚

又
、
大
槻
玄
沢
と
杉
田
立
卿
に
学
ん
だ
浩
斎
に
は
「
浩
斎
医
話
」
、
「
蘭
学
解

噸
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
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